
➢サステナブルな旅のニーズの高まり

城崎温泉でのプラスチック使用製品の削減に向けて

県庁SDGsWEEKをスタートに、城崎温泉でのサステナブルな取組を発信
➢プラスチック資源循環促進法の制定 ➢兵庫県のプラスチック資源循環方策 ➢兵庫県の新観光戦略(仮称）の方向性

➢兵庫県庁SDGs WEEKを開催 城崎温泉でのプラスチック使用製品の削減に向けて

宿泊業での対象製品

①フォーク ②スプーン ③テーブルナイフ

④マドラー ⑤飲料用ストロー ⑥ヘアブラシ

⑦くし ⑧かみそり⑨シャワーキャップ ⑩歯ブラシ

観光やスポーツ等、異分野の業種や市町、
リサイクラー等と連携し、プラスチック
資源循環促進方策の具現化に取組み、４
つのテーマで「ひょうごプラスチック資
源循環コンソーシアム」を展開中

プラスチックの使用
削減などの促進

水平リサイクル等の
促進

市町が回収する製
品プラスチックの効率
的な資源循環

行動変容の促進

ひょうごプラスチック資源循環コンソーシアム

○本戦略で目指す姿
持続可能な観光地域づくりの推進

○基本戦略
１ 本物志向の観光（付加価値の高い観光）

ができるHYOGO
２ 何度でも訪れたいHYOGO
３ 持続可能な観光地域HYOGO

「サステナブルな旅は自身にとって重要である」と回答

出典：ブッキング・
ドットコム
2022年「サステナブ
ル・トラベル」に関
する調査結果

令和4年度から兵庫県庁が本格的にSDGsに取り組み始めたこと
をPRするため、全庁を挙げてSDGs関連施策を期間集中的に実
施する“兵庫県庁SDGs WEEK”を開催

会 期 令和４年 10月24日(月) ～ 10月30日(日)  

主な
内容

ひょうごSDGsシンポジウム開催
各部局・県民局等イベント
‣ SDGs関連事業を会期に集約し、SDGsを

前面に打ち出し開催
兵庫県庁SDGs行動宣言
‣ 県庁が率先してSDGsに取組むことを宣言

●城崎温泉旅館協同組合が主体となり、令和４年10月24日から宿泊客にアメ
ニティグッズ持参を呼びかけ、今後、城崎の街全体でプラスチック製品の
使用削減に向けた取組を展開し、サステナブルツーリズムの推進を図る

●宿泊客へアメニティグッズ等を提供する場合には、素材を生分解性プラス
チックやバイオマスプラスチックへ転換を図る

●県の「プラスチックごみゼロアクション宣言」事業者として
「ひょうごの環境」ホームページに同取組を登録し発信

環境部
環境整備課

県庁SDGsWEEKをスタートに、城崎温泉でのサステナブルな取組を発信

令和４年４月１日に「プラスチックに係る資源
循環の促進等に関する法律」が施行され、宿泊
事業者での特定プラスチック使用製品の提供量
の削減や提供方法の工夫が求められている


